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研究ノート
日本語・中国語の慣用的表現の比較
──「目」「鼻」「口」をめぐって──
尤 淑 慧
1．はじめに
慣用的表現（いわゆる慣用句を含む）は，文学作品，新聞，雑誌，日常
会話等の中で頻繁に用いられている。話し手や書き手が事柄に即して具体
的に述べようとすれば，多くの言葉を費やさなければならないが，慣用句
などを用いれば，短い言葉で端的に力強く訴えかけることができる。ま
た，聞き手や読み手にとっても，経験的な知識や感覚的なイメージと結び
つけて，的確に理解することが可能になる。慣用的表現を用いることによ
り，同じ内容を他の言葉で表すよりも，受け手に強い印象（インパクト）
を与えることができるのである。
慣用的表現は，それぞれの国で，歴史的に形成されてきたものである。
それだけに，それぞれの国柄，風俗，習慣，ものの見方，考え方をよく反
映しているといえよう。そこで本稿では，日本語と中国語の慣用的表現に
ついて，「目」「鼻」「口」に関するものを比較し，相互の共通点と相違点
を整理する。
2．「目」に関する慣用的表現
日本語には「目」（また「眼」）に関する慣用的表現が豊富である。「目
配（めくば）せする」，「目をつける」など，「目」の動きの表現によっ
２１
て，その人の意思を表す。また「目を配る」，「目をかける」，「目が届く」
のように，対象への眼差しの表現が，気配り，配慮，世話などの意味にな
っている例もある。「目を覆う」，「目をそむける」，「目のやり場に困る」，
「伏し目がち」などは，対象を直視しない例であり，「人目を避ける」，「人
目につく」，「人目をはばかる」，「人目を忍ぶ」など，世間の視線を気にす
ることを表す例も多い。また「目が利く」，「目が高い」，「見る目がある」
など，鑑識眼の確かさを評価する例もある。「目を丸くする」，「目をむ
く」，「目が飛び出る」，「目を吊り上げる」，「目を三角にする」，「目くじら
を立てる」など，驚きや怒りの感情を表す際に，「目」が多く用いられる
ことも特徴的である。
中国語では，「目」のことを「眼（儿），眼 ，目」という。「大切なも
の，最愛のもの」を意味する表現に「眼珠子（目の玉）」がある。「眼中
（目の中の釘）」は「目の上のたんこぶ，目のかたき」を意味する。否定形
の「眼里没人，目中无人（目の中に人がいない）」は「目に入らない」と
いう意味ではなく「気位が高くて他人を軽視する」という意味である。
2. 1 日本語・中国語とも「目」・「眼（儿），眼 ，目」を使う慣用的表
現
盧 日本語・中国語で共通する慣用的表現
○（日）「目は心の窓」＝（中）「眼 是心的窗（目は心の窓であ
る）」〈目を見るとその人の心が見えること〉
○（日）「目を通す」＝（中）「目（目を通す）」〈全体を一通り見る〉
○（日）「目がくらむ」＝（中）「眼（目がくらむ）」〈めまいがする。目
が見えなくなる〉
○（日）「白い眼で見られる」＝（中）「遭人白眼（白い目で見られる）」
〈冷淡なまたは憎しみのこもった目つきで見られる〉
○（日）「人目を奪う」＝（中）「目（目を奪う）」〈非常に目立って，人
の注意をひきつける〉
２２ 日本語・中国語の慣用的表現の比較
○（日）「目立たない」＝（中）「不起眼儿（目立たない）」〈際だって見え
ることがない〉
盪 中国語でも「眼（儿），眼 ，目」を使うが，日本語とは別の言い
方をする慣用的表現
○（日）「長い目で見る」＝（中）「把眼／目光放（視線を遠くへや
る）」〈現状だけで判断せず，将来を期待して，気長に見る〉
○（日）「目が高い」＝（中）「有眼力（眼力がある）」〈鑑識する力が優れ
ている〉
○（日）「目から火が出る」＝（中）「眼冒金星（目から星が出る）」〈頭を
強く打ったときなどの感じ感じをいう〉
○（日）「目に障る」＝（中）「碍眼（目を妨げる）」〈見たときに気に障
る〉
○（日）「目の上のたんこぶ」＝（中）「眼中（目の中の釘）」〈何かにつ
け活動の邪魔になる人のこと〉
○（日）「目は口ほどにものを言う」＝（中）「眉目情（目で感情を伝え
る）」〈目配せして思いを伝える〉
○（日）「目を肥やす」＝（中）「眼福（眼福を存分に味わう）」〈よいも
のを見て，目を楽しませる〉
○（日）「目を丸くする」＝（中）「大眼 （目を見張る）」〈驚いて，目
を大きく見開く〉
蘯 日本語と中国語で意味が異なる慣用的表現
○（日）「目に浮かぶ」〈眼前にない物事があたかも存在するかのように
頭に描きだされる〉⇔（中）「浮在眼前（眼前に現れる）」〈過去に
見た情景が頭の中に浮かび上がる〉
2. 2 日本語でのみ「目」を使う慣用的表現
盧 中国語にはない慣用的表現
○「目が冴える」〈眠ろうとしても眠れない〉／○「目が据わる」〈怒っ
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たり，酒に酔ったりして目玉が動かない〉／○「目が散る」〈心が落ち
着かず，視線が定まらない〉／○「目がない」〈とてもすきだ〉／○
「目が離せない」〈常に注意して，見守っていなくてはならない〉／○
「目に余る」〈黙って見ていられない〉／○「目を射る」〈光が目に当た
ること〉／○「目をかける」〈よく世話をする〉／○「目を皿にする」
〈目を皿のように丸く大きく開く〉／○「目を注ぐ」〈注意して見る〉／
○「目をつける」〈注目する〉／○「目を盗む」〈隠れてする〉
盪 中国語では他の身体部位を使う慣用的表現
○（日）「目が回る」＝（中）「脚打后 勺（かかとが後頭部にあたる）」
〈とても忙しい〉
○（日）「目と鼻の間／先」＝（中）「唇之（唇と歯の間）」〈距離が非
常に近いこと〉
○（日）「目の色を変える」＝（中）「色（顔色を変える）」〈怒った
り，驚いたり，夢中になったりして，目つきを変える〉
○（日）「目の中へ入れても痛くない」＝（中）「放在嘴里怕了（口の中
に入れて溶かすことをおそれる）」〈子供などをひどくかわいがるこ
と〉
○（日）「目を背ける」＝（中）「背去（顔を背ける）」〈見ないように
する〉
2. 3 中国語でのみ「眼（儿），眼睛，目」を使う慣用的表現
盧 日本語にはない慣用的表現
○「眼／（目が熱く・赤くなる）」〈嫉妬する〉／○「眼大肚皮小
（目が大きくて，おなかが小さい）」〈やりたい事は多いが能力に限り
があって全てはできない〉／○「二五眼（二かける五の目）」〈でたら
めである，未熟者〉
盪 日本語では別の言い方をする慣用的表現
○（中）「眼不	心不
（目で見ぬ限り心煩わされず）」＝（日）「知らぬ
２４ 日本語・中国語の慣用的表現の比較
が仏」〈中国語は目で見なければ，心が煩わされることもない。日本
語は世間のやかましいことは知らないほうが仏のように心を動かされ
ずにいられる〉
○（中）「眉 眼笑（眉が開き，目も笑う）」＝（日）「笑壺（えつぼ）に
入る」〈中国語は口で笑うだけでなく眉を開き，目も笑うほどであ
る。日本語は自分の思い通りになって喜ぶこと〉
○（中）「情人眼里出西施（恋人の目には西施）」＝（日）「痘痕（あばた）
も靨（えくぼ）」〈中国語は「情人（恋人）」の目には相手の女性が西
施に見える。惚れた目には西施と映り，それ以上の美人はないという
こと。日本語は恋をすると相手の短所まで長所にみえるということ〉
○（中）「目中无人（眼中に人がいない）」＝（日）「人を食う」〈中国語は
眼中に人がいないということから自分が一番偉いと思うこと。日本語
は相手を軽蔑したような言動をしたり態度を取る様子のこと〉
3．「鼻」に関する慣用的表現
「鼻」に関する日本語の慣用的表現は大きく二つに分けられる。一つは
自慢やプライドを表す言い方で「鼻にかける」，「鼻であしらう」，「鼻で笑
う」，「鼻っ柱が強い」，「鼻息が荒い」，「鼻も引っ掛けない」など。もう一
つは，反発，不満，軽蔑を表す言い方で，「鼻につく」，「鼻持ちならな
い」，「鼻を明かす」，「鼻を折る」，「鼻つまみ」などである。
中国語では「鼻」のことを「鼻子，鼻」という。中国語に「鼻」を用い
た慣用句はあまりないが，「一个鼻孔出气（ひとつの鼻穴から息を出す）」
〈気脈を通じている〉，「一鼻子（鼻にぶつかる）」〈拒絶される〉，「捏
鼻子（鼻をつまむ）」〈いやいやながら…する〉などがある。中国語では
「鼻子，鼻」で感情や心的行為を比喩する慣用的な表現はほとんどなく，
日本語が「鼻」で抽象的に表現するところを中国語では直接具体的に言
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う。これは習慣，発想の違いを示しているといえよう。
3. 1 日本語・中国語とも「鼻」・「鼻子，鼻」を使う慣用的表現
盧 日本語・中国語で共通する慣用的表現
○（日）「鼻が利く」＝（中）「鼻子 （鼻が利く）」〈わずかな兆候から役
に立つ事柄を見つけ出す能力を持っている〉
盪 中国語でも「鼻子，鼻」を使うが，日本語とは別の言い方をする慣
用的表現
○（日）「鼻が胡座をかく」＝（中）「蒜鼻子（にんにく鼻）」〈小鼻が大
きく張り出している様子を，中国語ではにんにくに喩え，日本語では
人が両足を前に組んで座る様子に喩える〉
○（日）「鼻毛を数える」＝（中）「着鼻子走（牛の手綱を引く）」〈自分
の思い通りに操る〉※ただし，用法は異なる。
蘯 日本語と中国語で意味が異なる慣用的表現
○（日）「鼻が曲がる」〈我慢できないほどひどい悪臭である〉⇔（中）
「鼻子气歪了（怒って鼻が曲がる）」〈激しく怒っている様子をいう〉
3. 2 日本語でのみ「鼻」を使う慣用的表現
盧 中国語にはない慣用的表現
○「鼻が凹む」〈相手にやり込められる〉／○「鼻で笑う」〈ふんと鼻先
で笑う。軽蔑したり，馬鹿にしたときの笑い方〉／○「鼻にかける」
〈自慢する〉／○「鼻の差」〈わずかの差〉／○「鼻を欠く」〈大きな損
をする〉
盪 中国語では他の身体部位を使う慣用的表現
○（日）「鼻血も出ない」＝（中）「一根汗毛都没剩（産毛一本残っていな
い）」〈すっかり使い切って何も残っていない〉
○（日）「鼻をつままれても分からない」＝（中）「伸手不五指（手を上
げても，五つの指も見えない）」〈真っ暗で何も見えない〉
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○（日）「目鼻が付く」＝（中）「有眉目（眉，目がある）」〈物事がたいて
い出来上がる〉
○（日）「鼻先」＝（中）「眼前（目の前）」〈距離が近い〉
3. 3 中国語でのみ「鼻子，鼻」を使う慣用的表現
○「有鼻子有眼儿（目も鼻もある）」〈まことしやかである〉
○「挑鼻子挑眼儿（目や鼻をけなす）」〈あら捜しをする〉
4．「口」に関する慣用的表現
「口」に関する日本語の慣用的表現は，「口にする」，「口に合う」など食
べることに関する表現と，「口を利く」，「口を添える」，「口をそろえる」
など話し方に関する表現の両方で用いられる。なかには「口がすべる」，
「口を割る」，「口がすっぱくなる」などユニークな表現もある。中国語で
は，「口」のことを「嘴，口」という。中国語でも「口」に関する慣用的
表現は豊富である。
4. 1 日本語・中国語とも「口」・「嘴，口」を使う慣用的表現
盧 日本語・中国語で共通する慣用的表現
○（日）「口に合う」＝（中）「可口（口に合う）」〈食べ物の味や料理の方
法が食べる人の好みに一致する〉
○（日）「口に蜜有り，腹に剣あり」＝（中）「口蜜腹 」〈口では甘いこ
とを言いながら，心の中では陰険なことを考えている〉
○（日）「口の端に掛ける」＝（中）「挂在嘴上（口に掛ける）」〈言う〉
○（日）「口は禍の門」＝（中）「从口出（禍は口から出る）」〈不用意に
言った言葉が，あとで災難を招く元になったりするので，物をいうと
きは気をつけよという戒め〉
○（日）「口を挟む」＝（中）「插嘴（口を挿む）」〈人が話している途中で
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横から言葉を入れる〉
○（日）「口を守る瓶の如くす」〈瓶の水が一度覆れば再びもと通りには
ならないように，いったん口に出した言葉は取り返しがつかないか
ら，軽々しく口をきくことはつつしめということ〉＝（中）「守口如瓶
（かたく封じられた瓶のように，口を閉じ続ける）」〈口が堅い〉※用
法は異なる。
○（日）「口を封じる」＝（中）「封嘴（口をふさぐ）」〈言われると困るこ
とを金品を与えたり，暴力に訴えたりして，言わせないようにする〉
盪 中国語でも「嘴，口」を使うが，日本語とは別の言い方をする慣用
的表現
○（日）「口がうまい」＝（中）「嘴甜（口が甘い）」〈相手の気に入るよう
なことを上手に話す〉
○（日）「口がすっぱくなる」〈同じ言葉を幾度も繰り返すさま〉＝（中）
「苦口（相 ）」〈くどくどと言う〉
○（日）「口がすべる」＝（中）「走嘴（口を走らせる）」〈言ってはいけな
いことを思わず口に出してしまう〉
○（日）「口と腹とは違う」＝（中）「心口不一（口と心とは違う）」〈口で
言うことと，心の中で考えていることとは別である〉
○（日）「口をそろえる」＝（中）「口同声（異なる口が同じ声を発す
る）」〈複数の人が同時に同じことを言う〉
○（日）「減らず口を叩く」〈負けたのを悔しがって，屁理屈を言ったり
する〉＝（中）「嘴硬（口が硬い）」〈自分に理がないと知っていながら
強く言い張る〉
4. 2 日本語でのみ使う慣用的表現
○「口が重い」〈あまりしゃべらない〉／○「口が裂けても」〈絶対他人
に話さない〉／○「口に乗る」〈広く世の人々にもてはやされる〉／○
「口に運ぶ」〈食べ物などを口のところにもっていく〉／○「口を利く」
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〈物事をまとめるように，ものを言う〉／○「口を切る」〈はじめて栓
やふたを開けて使い始める〉／○「口を割る」〈白状する〉
4. 3 中国語でのみ「嘴，口」を使う慣用的表現
盧 日本語にはない慣用的表現
○「嘴碎（口がくどくどしい）」〈話がくどい〉／○「磨嘴皮子（唇を擦
る）」〈暇つぶしの無駄口を叩く〉／○「婆婆嘴（姑の口）」〈話のくど
い人〉／○「斗嘴皮子（唇を闘わせる）」〈口げんかする〉／○嘴上 封
条（口に封印の紙を貼る）」〈おしゃべりを黙らせる〉
盪 日本語では別の言い方をする慣用的表現
○（中）「嘴上无毛（口もとにひげがない）」＝（日）「くちばしが黄色い」
〈中国語では口もとに髭が生えていないということから，若くて未熟
な人を軽蔑していう。日本語では鳥類の雛のくちばしが黄色いことか
ら，若くて未熟なことをあざけっていう〉
5．おわりに
日本語と中国語の慣用的表現（身体部位に関する慣用的表現）の対照研
究は，言葉の表し方（表現）の違いを究明するだけでなく，文化，歴史，
心理の違いなども解明するものである。そして，慣用的な表現の正しい理
解と的確な使用は，言語生活をより豊かにするであろう。本稿をきっかけ
に，慣用的表現の日中対照研究をさらに進めていきたいと考えている。
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